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３．コンバイン等

－自脱ｺﾝﾊﾞｲﾝ、ﾊｰﾍﾞｽﾀｰ、普通ｺﾝﾊﾞｲ－

（１）詰まり除去時の事故

３．コンバイン等 （１）詰まり除去時 ①（自脱ｺﾝﾊﾞｲﾝ） ３１

コンバインの清掃中に搬送チェーンに藁が引っかかっていたので、引っ張ろうとし

て逆に引っ張られテンションプーリに左の人差し指が巻き込まれた。

（平成25年10月 午後２時半頃 男性・55歳）

事故の概況

稲刈り作業が全て終わり、午後からコンバインの掃除を念入りにおこなっていた。前日

右腕を痛めていたため、左手だけで作業をしており、右手に力の入らない状態だった。

フィードチェーンのテンションに藁が巻き付いて挟まっていたので引っ張って取ろうと

したところ、逆に引っ張られ左手の人指し指を巻き込まれ、指先を1cm程切創した。以前

作業中に軍手が巻き込まれたことがあり普段からあまり軍手を着用しておらず、この時も

素手だった。また、天気の関係で作業が予定通りに進んでおらず、頼まれていた脱穀作業

のことが気になっていた。

血はあまり出なかったので、すぐ家に戻り自分で止血した。病院に電話し約１時間後受

診。指先を消毒し局所麻酔を打って3～４針縫った。飲み薬を処方され、３日ほど毎日通

院した。その後は1週間～2週間の間隔で通院し，現在も通院中である。

事故原因と対策

ワラは引っ張れば簡単に取れると思い、クラッチを切らず、エンジンも止めず藁を引っ

張った。また、掃

除しにくい構造に

なっている。カバ

ーは開けないよう

にと指導されてい

るが、自分で掃除

しようとしたらカ

バーを開けなけれ

ばならない。

なお、今季は雨

で倒伏も多く土ま

でコンバインで拾

うような形になっ

てしまった。
収穫作業が終わり、カバー等を開けエンジンを掛けて清掃していた。藁搬送チェーン
のテンションに藁が巻き付いていたので、引っ張って取ろうとして、逆に引っ張られて
チェーンに巻き込まれた。指切創、現在も指は十分に曲がらない。

男性・５５歳
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３．コンバイン等 （１）詰まり除去時 ②（大豆ｺﾝﾊﾞｲﾝ） ３２

大豆コンバインで収獲中、ヘッダのレシプロモーアが詰まったため、機械を止めず

に取り除こうとして、左手人差し指を切った。（平成24年10月 9時頃 男性・71歳）

事故の概況

約60aの大豆畑で大豆コンバイン（中古で購入してから３年）による収穫作業中、ヘッ

ダにあるレシプロモア（大豆の茎を切断する部分）に大豆の茎が詰まった。被害者はエン

ジンや刈り取りクラッチを切らずに大豆コンバインから降り、ヘッダの進行方向左側から

左手を伸ばして詰まった茎を取り除こうとしたところ、レシプロモアで人差し指の先端を

切ってしまった。

ゴム製のぴたっとした手袋をしていたが、傷はかなり深いようだった。その日は応急処

置をして作業を続け、翌日に病院で診断してもらったところ、骨まで達していたため、即

日入院となった。労災保険に加入していたため、経済的な損失は免れた。右手第２指先端

の切創、第１関節骨折、入院５日、通院２週間。

事故原因と対策

翌日は出かける用事があったうえに、天候が悪化しつつあり、ぜひともその日のうちに

作業を終えたいと焦っており、機械を止めずに詰まりを除去しようとしてしまった。

事故後の作業でも詰まりが生じたが、必ずエンジンを止めてから除去するよう徹底して

いる。

事故時に使っていた
同型の大豆ｺﾝﾊﾞｲﾝ

ヘッダー

リール

ヘッダー内にあるレシプロモアの詰
まりをエンジンを切らずに取り除こう
として第２指切創、第１関節骨折
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３．コンバイン等 （１）詰まり除去時 ③（ﾊｰﾍﾞｽﾀｰ） ３３

自走式ハーベスタの籾上げ部に､何かが詰まったと思いボルトを外しカバー取り、

再度戻し、ボルトを締めるとき、左人指し指をはさまれ切断

（平成20年10月 午後1時頃 女性・61歳）

事故の概況

午後昼食を済ませ、二人で作業を始めて、すぐの事故だった。

自走式ハーベスタでの事故。天候はよく、籾がしめっていたわけではないのに、籾の流

れが悪くなっていたので、籾を上に送り出す箇所に何かが詰まっていると思い、エンジン

をかけたままボルトを外した。ボルトをとりカバーを外し、これで詰まりの原因を除き、

再度、ボルトを締めようとした時、軍手の先が回転して擦り上げる部分に絡まってしまっ

た。左手人差し指の先がちぎれるように切れた。服装は、長靴、エプロン、手甲、軍手の

格好で作業した。

主人の車で15分ほど先の病院に行った。その間、指の根元を強く縛って止血した。即日

手術をし、入院１週間。包帯交換、痛み止めなどで1週間に一度、3ヶ月間通院。左手の人

差し指といえども包丁を使うときは不自由。結ぶ、解くなどにはとくに不自由さを痛感す

る。左第2指第１関節部切断。

事故原因と対策

普段は機械に手を出さず、主人にすべてをお願いするのに、また、どうしてもというと

きには必ずエンジンを止めるのに、このときに限って、エンジンをかけたまま自分でボル

トを外していた。ご主人の体調が悪く、それを気にしていたのかも知れない。また、以前、

農機センターに事務として働いていて、少しは分かっている部分もあったので、何とかな

るという思いもあった。

また、早く終わらせて、

一緒に食事に行こうとい

う焦りもあった。さらに、

もう少しで終わると思い

が強かった。「もう少し」

「もうちょっと」という

気の緩みが一番危ないと

思った。

青の○印の箇所に何かが詰まり、籾の流れが悪く、自
分でボルトを外し異物を除去後、ボルトを締めるとき、軍
手の先が巻き込まれ、人指し指の先端を切断した。
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３．コンバイン等 （１）詰まり除去時 ④（ﾊｰﾍﾞｽﾀｰ） ３４

稲の脱穀中、ハーベスタの排出ローターに垂れ下がった藁１本を取ろうとして指巻

き込まれる。 （平成25年11月 午後2時頃 男性・61歳）

事故の概況

当日、ハーベスタで２枚の水田の架掛け稲の脱穀を予定していた。明日の予報は雨であ

り、５人作業が１人が都合が悪くなり４人となり、気の焦りが本人にあった。朝９時半か

ら脱穀開始、本人は、稲藁排出ローターから排出された稲藁を束ねる作業をしていた。

脱穀作業が終了に近づいた午後2時ころ、稲藁排出ローターの滑車に藁が一本引っかか

っていて、それを除こうと、ローターの滑車に右手を近づけた。その途端、右手が巻き込

まれ、第２指末端の掌部が先端から1.5cmまでがえぐり取られ、末端骨が露出していた。

止血方法を学んでいたので、患部をタオルの端で巻き、次いで右手全体をタオルで巻き

止血を行った。手伝いの３人には仕事を継続してもらい、軽トラックにて自宅に直行。常

時携帯電話は持っていたが、妻は入院中であり、携帯電話に医療機関を登録してなかった。

午後2時20分頃、町内にある総合病院に連絡したが、対応できる医師がおらず、他の病

院に連絡し、自分で運転し10分後に到着。救急外来で治療を受け、途中から整形外科の医

師が対応した。右第２指末端部挫創と診断され、応急処置がなされた。その後、近医にて

治療継続、2ヶ月半経過した時点から週１回、リハビリを行い、現在も継続している。

事故原因と対策

事故当日、受傷者は明日が雨降りで、作業人数が１人減ったことにより、早く終わらせ

なければとの焦りがあった。

この機械は3年前に購入した新しいタイプで、稲束排出ローター部のカバーに「巻き込

まれる危険があるので、カバーははずさない」と書かれた小さなステッカーと滑車付近に

は「藁巻き付け注意、巻き付いたら直ぐに取ってください」との大きなステッカーが貼っ

てある。受傷者は稲藁排出ローターから排出された稲藁が積み重なって、このローター部

に巻き込まれないように注意をしていたという。しかし、滑車に稲藁が一本あるのが分か

り、ステッカーの言葉通

りに反射的に手を出して

しまったのではないかと

推測された。メーカーは、

ステッカーに「まず、エ

ンジンを止めて…」の一

言を必ず付け加えてほし

い。

稲の脱穀中、自走式ハーベスタの排出ローターの滑車に引っ
かかった藁1本を取ろうとして、右第2指先端部を受傷
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（２）手こぎ中の巻き込まれ事故

３．コンバイン等 （２）手こぎ事故 ３５

コンバインの脱穀チェーンに挟まれ、左手の間接開放脱臼骨折と左手の中手骨骨折

した。 （平成25年9月 10時頃 男性・63歳）

事故の概況

9時半頃から刈り取りを始めた。タンクが満タンになり、トラックのコンテナに籾を移

し、圃場に戻ると刈取りチェーンに稲わらが引っかかっていた。コンバインから下り、稲

わらを脱穀チェーンに送ろうと稲わらを右に引き込んだところ、稲わらが「稲押さえのガ

ード棒」が結果として内側に曲がっていて十分に上がらないまま、手こぎし、「稲押さえ」

がつっかえ、左手がフィードチェーンに挟まり脱穀チェーンに送られてしまい、脱穀チェ

ーンの最後まで引き抜くことができなかった。

直ぐにエンジンを切り、携帯電話で、救急車を呼んだ。あいにく地元の救急車は出動中

で、20kmほど離れた他市より救急車が来たので、到着したのは事故後50分ほど経っていた。

圃場は、自宅から100mほどで、家で妻と知人の２人で傷口を縛り、上腕部をタオルで縛

り、棒を入れてさらに強く縛り止血をしてもらった。

搬送先の病院では、直ちに800ccの輸血、Ｘ線撮影、消毒を行った上で緊急手術を行っ

た。病院に到着は事故後１時間半後、最高血圧80台～最低50台であった。左手の関節開放

脱臼骨折と左手の中手骨骨折。

事故原因と対策

この年の最初の稲刈りであり、８月中旬から９月上旬にかけて毎日雨が降り、刈り取り

ができず、ライ

スセンターでの

受け入れ期限が

迫り、当日午後

雨が降る予報が

出ていたことも

あって、焦って

いた。刈取りチ

ェーンに挟まっ

ていた稲は、１

株程度で小さか

ったので簡単に

脱穀チェーンに

送れると考えて

いた。

手こぎのため稲わら１束を入れたとき、稲押さえガード棒が十
分に上がっておらず、ガード棒に押さえられ、フィードチェーン
に巻き込まれた。左手関節開放脱臼・骨折、中手骨骨折。

稲押さえガード棒
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（３）移動中の事故

３．コンバイン等 （３）移動中の事故 ① ３６

自脱コンバインが枕地での旋回、バック中、畦畔から逸脱して下の水田に転落、

肋骨骨折、脊椎棘突起骨折、肝臓圧迫。 （平成23年9月 10時25分 男性・48歳）

事故の概況

自脱コンバイン（４条刈り、キャビンなし、使用年数10年以上）で台形のほ場（20a弱）

の回り刈りの３周目の作業を行っていた。台形ほ場の鋭角の部分で回行するための切り返

し操作でバックしたところ、そのまま畦に乗り上げてしまった。その際、停止のためには

変速レバーを押し出す必要があったが、思わず手前に引いてしまったため（バックの高速）、

高低差1.9mの下の水田に転落し、後方に半回転して運転席側に傾いて停止した。被害者は

運転席にしがみついていたため投げ出されず、半回転したときに地面と運転席前方の手す

りの間に胸が挟まれたものの、籾排出オーガと運転席の空間に身を伏せた形となり、完全

下敷きを免れた。

コンバインの下から這い出し、ほ場法面をのぼって横になっているところを共同作業し

ていた両親が発見し、携帯電話で救急車を呼び、最寄りの病院に20分程度で搬送された。

肋骨骨折（左右３箇所ずつ）、脊椎棘突起骨折（２箇所）、肝臓圧迫、入院３日。

事故原因と対策

それなりにスペースはあったが、

次行程にすんなりと入ることに意

識が先行し、畦畔に寄りすぎてバ

ックしてしまった。バック時に後

方を確認していなかった。また、

変形ほ場に対応した作業行程の取

り方についての検討が不十分であ

った。

いずれにしてもコンバインのバ

ックには死角が大きく、また大型に

なるほど、クローラが畦越えをした

感覚が運転席には伝わりにくい。コ

ンバインのバックの事故が多いこと

を考えると、バックモニターなど補

助的な装備の装着も今後検討する必

要があると考えられる。
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３．コンバイン等 （３）移動中の事故 ② ３７

コンバインで隅刈り中、バックした際、畦を乗り越え、用水に横転。U字溝とコン

バインに足をはさまれ、右足腓骨下部骨折。 （平成25年8月 10時頃 男性・75歳）

事故の概況

現場の圃場は、長さ83ｍ×36ｍの30aの圃場、２条のコンバインで長い方の83ｍ側を刈

り、次いで36ｍ側に曲がるため、３度隅で刈り込んだ。その後一周して、再度、その隅に

来たとき、左直角に曲がり、バックした際、バックしすぎて、一瞬に前方が跳ね上がり、

そのまま横の幅44cmの側溝に横転、本人は投げ飛ばされたと思ったが、側溝の反対側の法

面に倒れ、そこにコンバインが右側に横転して被さり、足が挟まれた。左のクローラーは

宙に浮いたようになり、空回りしていたので緊急停止ボタンで止めた。右脚を何とか自分

で抜いて脱出した。受傷直後は特に痛みは感じず歩くことが出来た。

その後、近所の方に刈り残しの稲を刈ってもらい、自分は籾の運搬を昼まで行った。ま

た、コンバインはＪＡに引き上げてもらったが、全損で廃棄した。

昼過ぎに整形外科を受診、右の腓骨が骨折していて、1.5ヵ月ギブスをした。入院はし

ていない。

事故原因と対策

現場の圃場は十分に乾いており、

天気も良かった。ただ、畦は草が

生い茂っており、圃場との境界は

分かりにくい状態だった。

事故現場の畦はコンバインを引

き上げる時に壊してあったので付

近で畦高さを測定した結果、畦高

さ15cmであったが、転落した場所

はもっと低かったとのことであり、

簡単に乗り越えたと思われる。コ

ンバインは２条刈りでコンバイン

としては大きくはないが、しかし、

やはり後ろが基本的に死角とな

り、最初の場面での他の人による

誘導は重要である。奥さんが隅刈

りをしておられたので、この場面

でも誘導が必要であったとも言え

る。
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３．コンバイン等 （３）移動中の事故 ③ ３８

刈取り作業が終わり、コンバインを圃場から農道にバックで上がろうとした時乗り

入れ口でコンバインが右側に横転、横転の前にコンバインより飛び降りて怪我がなか

った （平成25年9月 11時半頃 男性・61歳）

事故の概況

当該シーズンの秋は雨が多く、圃場が柔らかい上に作業が遅れていた。

9月の3連休の初日で、3連休とも晴れが続く予報が出ていたので、はじ刈りする人員を

２人確保して、遅れていた刈取り作業を取り戻す予定であった。

刈取りオペレーター、稲を運ぶ運転手、はじ刈り(手刈り)２名の4名で作業を行ってい

た。10時頃から始めて、2枚目の圃場の刈り取りが終わり、籾を積んだまま農道をバック

で上がろうとしていたとき、乗入れ口の右側によりすぎ右のキャタビラが脱輪して傾いた。

慌てて前に出て脱出しようとしたがスリップをして前に出れず、籾をトラックに積み荷を

軽くすれば脱出できるのではないかと考え、農道の上に待っている軽トラックのコンテナ

に籾を上げるため、オーガーを右に旋回したが、オーガーの重みでコンバインのバランス

が崩れ横転した。オペレーターは、横転の前に乗入れ口の下に飛び下りて無事であった。

事故原因と対策

急いで作業を行っていたことと圃場が

軟らかく方向転換するとキャタビラ跡が

大きくなるので、バックで上がろうとし

ていた。

水田と農道の高さが約4ｍ程あるため、

乗入れ口がコンクリートで舗装されてい

る。コンクリート舗装は、幅305cmありコ

ンバインがのぼるには十分の広さであっ

たが、草が覆い茂り乗入れ口の端がよく

見えなかった。籾タンクが右側にあるた

め、バックで上がる際右側に寄りすぎたために、重心が偏り右側に横転してしまった。ま

た、柔らかい圃場で、

キャタビラに泥がぎっ

しり付いていて、坂道

ではスリップしやすい

状況にあった。傾斜度

のきつい乗入れ口で草

が覆い茂っていたので、

運転者以外の者が誘導

すべきであった。
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３．コンバイン等 （３）移動中の事故 ④ ３９

コンバインを移動中に道路右側の用水に横転、横転前にコンバインから飛び降りた

ため怪我は無かった。 （平成25年9月 午後2時頃 男性・58歳）

事故の概況

平成13年、15戸で機械共同利用の生産組合を設立した。現在は農業経営の委託や個人経

営に移ったりして、５戸で運営している。

当該シーズン最後の稲刈りであった。朝９時頃からコンバイン作業を開始し、50ａを刈

り取り、午後２時前に全ての稲刈りを終了した。

軽トラックに籾を下ろし、自宅で清掃作業を行うため、市道を運転中に右側路肩を踏み

外して用水に横転、コンバインは使用不可能となったが、事故者はコンバインより飛び降

りて怪我は無かった。コンバインで公道を走るときは、通常は左側走行をするが、どうし

て右側の路肩を踏み外し横転したのかわからないと事故者の答弁であった。

事故原因と対策

日頃より事故を起こすこ

とが多いオペレーターであ

るという。

生産組合の構成員のほと

んどは会社等に勤めており、

当番計画に基づき作業を行

っている。農作業の安全面

での打ち合わせを行ったこ

とがないが、コンバインは

平成９年に導入したもので

あり、運転には慣れていた。

コンバインが横転した場

所は、直線で道幅も5.3ｍあ

り、通常路肩を踏み外すこ

とはない。よほど注意力が

欠けていたと思われる。

このように仲間内での作

業で、オペレータに技量差

がある場合、その技量の向

上をいかにするか、また事

故の「リピーター」をどう

扱うか、これらからの共同

組織の課題である。

                  組織代表の家 

        畑 婦人が見ていた 

                                    道路 

                                            法面 １２０ｃｍ 

                                                水路  畦 

                                                         水田 

          ５０ｍ 

                            コンバイン横転 

                             25ｍ 

     県道            コンバイン進路 

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

運転席はｺﾝﾊﾞｲﾝの右側にあり、かつ車幅5.4mと十分ある直線道路

であるのに、右側により過ぎ横転。ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは直前に飛び降り無傷
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３．コンバイン等 （３）移動中の事故 ⑤ ４０

グレーンタンク付きのコンバインで稲の刈り取りを終え、１４ｍの昇降路をバック

で踊り場的な場所まで上がり、グレーンホッパーを出し旋回したところ、約９ｍ下の

崖下にコンバインもろとも転落。頸椎損傷他。

（平成25年9月 午後3時半頃 男性・64歳）

事故の概況

農業管理センターのｵﾍﾟﾚｰﾀｰが６条コンバインで28aの圃場の稲刈り終了後、バックで14

ｍの昇降路を上っていった。登り口の道幅220cm、頂上部430cmであり、コンバイン幅180c

mで道幅としては余裕があった。昇降路の斜度は10～15度、頂上部はほぼ二等辺３角形の

平面である。三角形の底辺は6ｍ、両辺は10ｍであった。

ダンプに籾を入れようと、谷側回りでホッパーを伸ばして旋回した時、左キャタビラが

ギリギリ谷側にかかっていて、ホッパーの重量で重心が大きく谷側に移動、そのまま9ｍ

下の谷に転落した。コンバインは１回転して谷側に落ちた。本人はコンバインから投げ出

され、谷側の50cm幅、深さ30cmの溝にたたきつけられた。

ダンプの運転手が携帯電話で救急車を要請、工作車、消防車、パトカーが来た。時間は

５分くらい、すぐに総合病院に搬送。調査時、頸椎損傷でほとんど身動きができない状態、

脚は固定されていて、今は足先を動かす練習をしておられるとのこと。意識は回復。

事故原因と対策

現場での作業としては、昇降路をバックで上がるより、前進で上がった方がいいように

思えた。ただ、実際の事故機で検証しないと分からないが、前進で上がると、運転席では

かなり後ろ向きに体が倒れ、怖い思いをする可能性がある。それでバックで上がったと思

われる。い

ずれにして

も、後方は

水平面での

移動でも死

角になるの

で、相方が

必ず誘導す

ることが必

要と考えら

れた。

昇降路の長さ14m、斜度14.5°

崖9m
、斜

度50°

28aの水田

手前左の28aの水田の稲刈りを終えて、14mの昇降路をバックで上がり、水平面の踊り場で、

籾を排出するため、ホッパーを上げ、谷側らから道路側に回そうとして、９ｍ下の崖の１回転？
して転落
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３．コンバイン等 （３）移動中の事故 ⑥ ４１

麦刈り取り中、コンバインに詰まった草を取っていた人がコンバイン運転席からは

死角となり見えず、作業が終了したと思い、発進して轢いてしまった。肋骨骨折。

（平成23年6月 午後2時頃 男性・72歳）

事故の概況

朝９時頃から５条コンバイン（キャビン付）で麦刈りをしていた。圃場は草がひどく一

旦停止して、刈り取り部等に詰まった草を刈り取り部を上げ、補助員２人に取ってもらっ

ていた。右側の人が草取りを終了し、道路に上がったのが見えたので、草取り終了と思い

オペレーターはコンバインを発進させた。ところが、右側のクローラがなにか轢いたよう

な違和感があり、降りてみるともう一人の補助員の方が倒れていた。

左側で草を取っていた人が、左の作業終了後右側に回り、取り残しの草を体を入れて取

っていて、運転席からは補助員の移動は全く死角となり見えず発進してしまった。

すぐに携帯電話で救急車を要請、約10分くらいで救急車が到着、総合病院に搬送、１ヵ

月の入院。肋骨骨折。受傷者はその後順調に回復され、現在はバリバリ作業をされている。

総重量４トン以上の車体に轢かれたのであるが、後遺症も残ることが無かった。たまたま

麦の畝と畝の間の溝の間にコンバインが発進した時、体をねじ込むように入り、全重量を

受けることがなく、頭は左右のクローラの間に入り、直接踏まれることがなかったようだ。

事故原因と対策

オペレーターの方は、運転歴は30年以上のベテランであった。事故は、コンバインの死

角の大きさに起因する。左サイドの死角域は広く、左におられた補助員の動きを確認する

ことが出来きなかった。コンバインの死角域を少しでも少なくするため、補助ミラーの設

置なども検討

すべきと考え

られる。

また、死角

の多い機械の

場合、相方が

入る場合は、

必ず「合図確

認」のルール

を確実に定め

る必要がある

と考えられた。

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは、補助員Ａが道路にいるのを確認し、もう一人の補
助員Ｂもコンバインを離れたと思い、発進し、下敷き。実際は、
Ｃの位置からオペレーターの死角を通ってＤの位置に移動

補助員Ａが道路
にいるのを確認

補助員ＢがＣからｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
の死角を通ってＤの位置に
移動して草取りをしていた。

Ｃ

Ｄ
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（４）整備中の事故

３．コンバイン等 （４）整備中の事故 ４２

コンバインのエンジンをかけたまま、下に潜ってグリースアップ中、コンバインが

ゆっくり動き、右大腿部に乗り、圧迫創。 （平成24年8月 午後4時半頃 男性・73歳

事故の概況

翌日の収穫作業のため、コンバインを車庫から出して自宅の庭で泥落し、グリースアッ

プの手入れをしていた。泥落としのため、コンバイン後方の車体下にもぐって仰向けにな

って作業をしていた。その際、車体を挙げて作業をしやすくするためコンバインのエンジ

ンを始動したが、手動ブレーキをかけなかった。作業中にいつの間にかコンバインがバッ

クしてきて右足大腿部にキャタピラーがのしかかってきて車体が停止した。右大腿は圧迫

固定されてしまい、痛みはそれほどなかったが身体を動かすことができず大声で妻を呼ん

だ。現場を見た奥さんは咄嗟の判断でメーカーに電話連絡した。連絡を受けたメーカーは

直ちに消防署に連絡し救急隊出動を要請した。事故状況を判断した救急隊はレスキュ隊を

伴って現場に到着し、同時にドクターヘリの出動も要請した。

レスキュ隊はエアジャッキでコンバインの車体を挙上したが、後方のみではダメで前方

にもジャッキを差し入れて挙上し救出した。大腿部にはキャタピラの歯３本の痕がついて

いたが出血もなく痛みも軽度であった。隣接田んぼに待機していたドクターヘリで直ちに

病院に搬送した。約10分で病院に到着して外来処置した後、入院となった。レントゲン検

査でも大腿骨等に異常はなく皮下出血のみであった。１泊し経過をみて退院となった。

事故原因と対策

コンバインの手入れ作業は時々行っていて、作業をしやすくするためエンジンをかけた。

その際、手動ブレーキをかけなかった。静かにバックしていることに気付かなかった。

幸いギアが入っていなかったので車体は大腿部の抵抗で停止した。

ただ、コンバインの前進・後進レバーはスムーズに連動していて刈り取り作業中は機動

性がよく便利である

が、前進・後進の中

間の停止位置がちょ

っとでもずれると、

今回のような事故に

つながる。機械的に

停止位置が明確にな

るようなクラッチ構

造を検討できないも

のであろうか。

自 宅

車

庫

コ
ン
バ
イ
ン庭



- 123 -

（５）その他の事故

３．コンバイン等 （５）その他の事故 －乗車時の事故－ ４３

コンバインを道路から移動させようとして飛び乗ろうとしたとき、委託主との間が

５０cmぐらいしかなく、デバイダーの先端部が右足太ももに刺さった。

（平成22年9月 午後2時頃 男性・30歳）

事故の概況

10代から農協のオペレーターをしているベテランの方である。当日１枚の田圃を終えて、

コンバインを道路に上げ、トラックに乗せようとコンバインの前から、急いで左側に回り

込んで運転席に飛び乗ろうとした。コンバインは４条の大きさのものを３条刈り仕様にし

たもの。コンバインの左側には側溝がありギリギリに止めていた。右側の道路際にはフレ

コンと委託主の方が立っておられ、委託主さんとコンバインの横は50cm位の幅しかなかっ

た。そこをすり抜けるように乗ろうとした。その時、コンバインの右端のデバイダーの先

端が右脚太ももに突き刺さった。傷の位置は足下から62cmの高さ。デバイダーは一番高く

上げてあったのでおそらく80cm位の高さ。右大腿部刺傷。

事故直後、コンバインが道路を塞ぐ形で止めていたので、コンバインを移動させ、さら

にトラックを移動して、とにかく車にコンバインを乗せた。が、その直後血の気が引くよ

うになり立っておられず、寝転がって農協の担当者の方に携帯電話で連絡して来てもらい、

車の移動をお願いした。また別の人に病院につれて行ってもらった。その間約10分。土曜

日で当直医は内科の医師が２人で、とにかく３針くらい縫ってもらった。入院はせず、３

日間点滴にかよった。月曜日に整形外科医に診てもらったが、縫合についてもとくに問題

はなかった。破傷風予防の注射も２回した。脚は３日間くらい大腿部がぽんぽんに腫れ上

がったが、４日目には腫れは引いた。現在は、特に違和感はない。

事故原因と対策

その頃、とにかく暑い日が続いていた。ちょっとぼーっとしていたかもしれない、との

こと。午前中は、ちょっと倒れた稲の田圃をしていた。事故直前の田圃は、稲は立ってい

たので苦労する田圃ではなかったが、その後もう１軒の家の田に入る予定であった。田の

大きさは４枚で２反程度の大きさ。早く終わらせたいという焦りはあった。また、委託主

がおられたので、早くトラックを

道路から移動させたいという焦り

もあった。

なお、コンバインのバインダー

の先端は稲株に割って入るため鋭

く尖っているが、ほんのわずかで

も丸み、あるいは面取りするか、

あるいは、先端だけ金属以外の素

材を検討してもいいかと思われる。
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３．コンバイン等 （５）その他の事故 －ｺﾝﾊﾞｲﾝを手で押して－ ４４

コンバインが石塀に寄りかかろうとするのを、横から押していて滑ってバランスを

崩しコンバインのカバーで腕を切った。 （平成24年9月 午後2時頃 女性・76歳）

事故の概況

現場が離れていて、ご本人もあまり動きたくない様子であったので、家でのみ聞き取り。

４条刈りのコンバインで、１反もない田圃の稲刈りの最初、左側を畦際にして刈り入れ

をしていた。おそらく、縦15ｍ弱、横の長さ50ｍ位の田圃。横方向に刈り始めの際、圃場

の足場が緩く、コンバインが畦側の約２ｍの高さのコンクリート壁に倒れ架かろうとする

ので、畦を歩きながら、２人で倒れないように押していた。ご本人は、コンバインの丁度

真ん中辺りの横、もう１人の人はそれより前の横を押していた。歩いていた畦の高さは7c

mくらい、また幅も20cmも無いような畦であった。

縦長の50ｍ方向の中間地点を過ぎた辺りで、滑ってよろけた。その時、コンバインのど

こか分からないが、右腕が当たった。腕カバーをしていたが、その腕カバーも裂けた。し

ばらくして、血が滴り落ちてきた。カバーを取ると、右手前腕部の肘近いところが、ザッ

クとイチジクのごとく裂けていた。

近くにあったビニール紐で腕の上の方と前腕部を縛り、自分で軽トラックを運転して、

市内の整形外科医院に約15～20分で行き治療を受けた。４日位、化膿止めの点滴を受けた。

治療が終了したのは約1.5ヵ月後。右腕切創。

事故原因と対策

長靴、腕カバー、帽子をしていた。天気はよかったが、水がしみ出てくるような、棚田

地帯で、水田がぬかるんでいた。

棚田地帯の田境は、場所によっては壁のごとくなっている場所がある。また排水が悪く

今回のような現場も少なくない。場所によっては手刈りをしてからコンバインが入る等の

工夫も必要かもしれない。

なお、今回はカバーでの切傷であるが、乗用車などと異なり農業機械は一般に面取りが

徹底しておらず、今回のような事故は希で無く、今後の課題である。

（事故現場確認なし、聞き取りのみ）
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３．コンバイン等 （５）その他の事故 －大豆ｺﾝﾊﾞｲﾝの下のｾﾝｻｰに触れて－ ４５

大豆の刈り取り中に大豆コンバインの刈取り部の下敷きになり意識不明の重体、

4日後に意識がもどる。胸骨と鎖骨、肋骨を骨折した。

（平成25年10月 午後11時45分 男性・56歳）

事故の概況

午前８時に大豆コンバイン共同利用組織（５戸で組織）の仲間が集まり大豆の収穫作業

の打ち合わせを行い、10時15分ごろから刈り取りを始めた。11時半ごろ運送用のコンテナ

が満杯になり、運搬者は軽トラックで大豆センターまで運搬し、11時45分大豆を下ろし、

別のコンテナを積んで圃場まで戻ってくるとコンバインは止まっており、運転席のドアが

開いたままでオペレーターの姿が見えなかった。

コンバインはエンジンがかかったままで、脱穀部が回転しており、オペレーターが刈り

取り部の下敷きになっていた。声をかけても反応がなかった。

急いで運転席に乗り、刈り取り部を上に上げ、エンジンを止めてオペレーターをコンバ

インの下から引きずり出し携帯電話で119番に電話して救急車を呼んだ。

救急隊員は到着後、心肺・意識・腹部に障害を確認、上着を切り取り胸部の検査を行っ

て、タンカで救急車に乗せて、病院に搬送。４日目に意識が回復、２週間で退院、現在自

宅静養中である。鎖骨、胸骨、肋骨の骨折。

事故原因と対策

大豆の刈り取った後の畝が削られており、刈り取り部に泥が詰まり、刈り取り部の泥を

取り除くため、刈り取り部の下にある網を取り外そうとしたようである。下にもぐった時

センサーにあたり刈り取り部が下がったと考えられる。エンジンをかけたまま刈り取り部

が回転している時、刈

り取り部を上下させる

センサーに触ると、刈

り取り部が下がる仕組

みとなっている。この

センサーの存在につい

て、オペレーター研修

での徹底が必要であ

る。

刈り取り部の下に潜り、刈り取り部の網を外し、泥を取ろうとしたらし
い。その際、センサーに触れ、刈り取り部が下がり、下敷きとなる。発
見された時、意識なく、４日後に意識回復。鎖骨・胸骨・肋骨骨折。


